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〔付帯意見〕
　当初計画と比較し、事業費が著しく増加している事
業もあることから、事業の計画立案（Ｐlan）において
は、客観的な根拠に基づきながら、類似事業も含
め、これまで実施した事業（Ｄo）を事後検証（Ｃheck）
し、その結果を今後に活かして改善する（Ａction）と
いったＰＤＣＡサイクルを継続的に実行し、計画の質
を高める視点を持った立案に努められたい。
　例えば、盛土を伴う事業等においては、当初計画
の想定と異なる土質に遭遇する可能性がある。その
ため、不良土を残土処理して盛土材を購入する対
応に加え、不良土を改良して盛土材に活用すること
も選択肢とした検討を行うように努められたい。

101 土木

河川
整備

交付金事業
（河川）

夏井川
(いわき市外2
市町)

掘削築堤
護岸
L=54,691
m

計画変更
事業費
30％以上
増

50,540 68,540 +18,000
（+35.6%）

35,710 S49
(1974)

R37
(2055)

23.00 A A A A A A 見直し継
続

　事業区間の追加に伴う
計画変更により事業費が
増加するものの、事業進
捗により浸水被害の軽減
が期待でき、未整備区間
の早期完成を求められて
いることから、計画を変更
して事業を進める必要が
ある。

　本事業の対象とする夏井川及び支流９河川は、い
わき市、田村市及び小野町を流下し、昭和61年台
風第10号や令和元年東日本台風をはじめ、度重な
る洪水により浸水被害が発生してきた。こうした中、
堤防整備、河川にたまった土砂の除去や川幅の拡
張工事により、洪水発生時の浸水被害軽減が期待
されている。
　今回の見直しは、令和５年９月台風第13号に伴い
発生した、県内初の線状降水帯の影響により、支流
となる新川・宮川沿川の人家において甚大な浸水被
害が発生したため、既整備区間の上流側へ事業区
間を延長するものである。これに伴い、事業費が増
加するものの、整備済みである新川下流や夏井川と
の連続性を踏まえ、事業完了により、浸水被害の大
幅な軽減効果が期待できる。
　したがって、計画の変更を認め、事業を推進するこ
とが妥当と判断した。

〔対応方針〕
　見直し継続

〔付帯意見〕
　事業推進にあたっては、更なる計画変更による工
事費の増加が生じないよう十分に留意するとともに、
コスト縮減のため不断の努力を重ね、早期完了に努
められたい。
　また、近年頻発化、激甚化する豪雨による浸水被
害に対し、地域住民の不安やその対策への関心が
高まっていることを踏まえ、地域住民や県民に対し、
分かりやすく丁寧な説明、情報発信を行うよう留意さ
れたい。

102 土木

河川
整備

交付金事業
（河川）

東根川
(伊達市)

掘削築堤
護岸
L=7,696m

前回評価か
ら５年経過

7,000 9,000 +2,000
（+28.6%）

5,882 S49
(1974)

R15
(2033)

9.00 A A A A A A 事業継続 　河川に隣接する住宅地
に配慮した護岸構造見直
しに伴い事業費が増加す
るものの、事業進捗により
浸水被害の軽減が期待で
き、未整備区間の早期完
成を求められていることか
ら、現計画のとおり事業を
進める必要がある。

　本事業の対象とする東根川及び古川の２河川は、
昭和61年台風第10号や令和元年東日本台風等、
度重なる洪水により、浸水被害が発生してきた。こう
した中、堤防整備、河川にたまった土砂の除去や川
幅の拡張工事、及び遊水地整備により、洪水発生時
の浸水被害軽減が期待されている。
　東根川及び古川沿川は、伊達市の市街地区間を
流下しており、沿川には人家が密集していることか
ら、事業実施の必要性は高い。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
  なし

103 土木

河川
整備

交付金事業
（河川）

只見川
(金山町外4
町)

掘削築堤
護岸
L=14,300
m

前回評価か
ら５年経過

43,890 43,890 ±0 20,932 H27
(2015)

R26
(2044)

1.40 A A A A A A 事業継続 　事業進捗により浸水被
害の軽減が期待でき、未
整備区間の早期完成を
求められていることから、
現計画のとおり事業を進
める必要がある。

　本事業の対象とする只見川（会津坂下町、柳津
町、三島町、金山町及び只見町）は、昭和44年８月
豪雨や平成23年７月新潟・福島豪雨等、度重なる
洪水により、浸水被害が発生してきた。こうした中、堤
防整備、河川にたまった土砂の除去や川幅の拡張
工事により、洪水発生時の浸水被害軽減が期待さ
れている。
　只見川沿川は、人家が集中していることや、沿川５
町を結ぶ唯一の緊急輸送道路である国道252号が
河川に平行して整備されていることから、事業実施
の必要性は高い。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
  なし
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進捗状況等の評価 県の対応方針（案） 公共事業評価委員会

104 土木

道路
整備

道路橋りょう
改良事業
（県単）

郡山矢吹線
大久保
(須賀川市)

道路改築
L=1,460m

前回評価
から５年経
過

735 955 +220
(+29.9%)

783 H17
(2005)

R11
(2029)

1.03
(参考値
1.71)

A A A A A A 事業継続 　防草板設置及び法面保
護工法の変更等により事
業費が増加するものの、
幅員狭小区間及び線形
不良区間を回避し、バイ
パスへ現道の交通を転換
させることにより、現道の
歩行者の安全性が向上
することに加え、車両通行
の安全性と円滑性が向上
し、東北自動車道（郡山
南IC）へのアクセス強化が
図られるため、現計画のと
おり事業を進める必要が
ある。

　本道路は、「ふくしま道づくりプラン」において「生活
幹線道路」として位置づけられ、郡山市と矢吹町をつ
なぎ、地域住民の生活を支える路線として重要な役
割を担っている。
　本事業は、現道の幅員狭小区間及び線形不良区
間を回避するため、バイパスの整備を行うものであ
る。
　これによって、歩行者の安全が確保されるととも
に、車両通行の安全性向上や東北自動車道（郡山
南IC）へのアクセス強化が期待される。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
  なし
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進捗状況等の評価 県の対応方針（案） 公共事業評価委員会

105 土木

道路
整備

道路橋りょう
改良事業
（県単）

北山会津若
松線
熊倉
(喜多方市)

道路改築
L=3,100m

前回評価
から５年経
過

2,260 2,500 +240
(+10.6%)

1,285 H22
(2010)

R13
(2031)

1.20
(参考値
2.25)

A A A A A A 事業継続 　幅員狭小区間及び線形
不良区間をバイパス整備
により回避し、現道の交通
量をバイパスへ分散させ
ることにより、現道の歩行
者の安全性が向上するこ
とに加え、車両通行の安
全性と交通利便性が向上
し、第三次救急医療施設
へのアクセス強化が図ら
れるため、現計画のとおり
事業を進める必要があ
る。

　本道路は、「ふくしま道づくりプラン」において「生活
幹線道路」として位置づけられ、北塩原村と会津若
松市をつなぎ、地域住民の生活を支える路線として
重要な役割を担っている。
　本事業は、現道の幅員狭小区間や線形不良区間
を回避するため、バイパスの整備を行うものである。
　これによって、歩行者の安全が確保されるととも
に、車両通行の安全性向上や第三次救急医療施設
へのアクセス強化が期待される。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
  なし

106 土木

道路
整備

交付金事業
（地域活性
化）

国道352号
福渡
(南会津町)

道路改築
L=1,580m

事業採択
から１０年
経過

4,000 4,000 ±0 370 H27
(2015)

R13
(2031)

1.09
(参考値
1.81)

B A A A A A 事業継続 　幅員狭小区間及び線形
不良区間の解消により、
車両通行の安全性と交通
利便性が向上し、南会津
地方中心部へのアクセス
強化や緊急輸送道路（第
二次確保路線）としての機
能強化が図られるため、
現計画のとおり事業を進
める必要がある。

　本道路は、「ふくしま道づくりプラン」において「地域
連携道路」として位置づけられ、南会津町と檜枝岐
村をつなぎ、地域医療や広域的な物流を支える路
線として重要な役割を担っている。
　本事業は、現道の幅員狭小区間や線形不良区間
を解消するため、橋梁整備や拡幅工事等を行うもの
である。
　これによって、車両通行の安全性向上により南会
津町市街地（旧・田島町）へのアクセス強化及び緊
急輸送道路の機能強化が期待される。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
  なし

107 土木

砂防 交付金事業
（砂防）

熱塩沢
(喜多方市)

砂防堰堤
N=2基

事業採択
から１０年
経過

1,200 1,200 ±0 660 H27
(2015)

R12
(2030)

1.14 A A A A A A 事業継続 　砂防堰堤を整備すること
により、人家や地域の観
光資源である熱塩温泉街
の被害防止が図られるた
め、現計画のとおり事業を
進める必要がある。

　本事業で対象とする渓流の流域は、山腹崩壊や渓
流侵食が著しく、土砂災害警戒区域等に指定され、
土砂流出リスクが高い状態にある。また、渓流の下
流側には、人家や旅館、及び県道熱塩温泉追分線
が位置している。
　本事業は、当該渓流にて、砂防堰堤２基を整備す
るものである。
　これにより、下流側の人家や地域の観光資源であ
る熱塩温泉街の被害防止、災害リスクの低減が期待
される。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
  なし
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進捗状況等の評価 県の対応方針（案） 公共事業評価委員会

201
農林
水産

林道
整備

森林居住環
境整備事業

大滝線
(会津美里町）

林道開設
L=1,338.8
m

前回評価か
ら５年経過

3,500 3,887 +387
（+11.1%）

3,523 S61
(1986)

R11
(2029)

1.08 A A A A A A 事業継続 　全体延長の約90%が完
成しており、残区間の整備
を進めることにより、森林
整備や木材輸送の効率
化を図り、持続可能な林
業経営に寄与するため、
継続して事業を実施する
必要がある。

　本林道は、森林資源が豊富な会津美里町と昭和
村をつなぎ、地域の森林整備の基幹となる重要な路
線である。
　本事業は、利用区域内の森林2,950haにおいて、
林道を新たに開設するものである。
　これにより、森林整備や木材輸送の効率化、持続
可能な林業経営に寄与することが期待される。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
　なし

202
農林
水産

林道
整備

山のみち地域
づくり交付金
事業

新鶴・柳津線
（会津美里町
外１町）

林道開設
L=3,841.4
m

前回評価か
ら５年経過

1,523 1,732 +209
（+13.7%）

951 S54
(1979)

R11
(2029)

1.37 A A A A A A 事業継続 全体延長の約96%が完成
しており、残区間の整備を
進めることにより、森林整
備や木材輸送の効率化に
加え、集落間の生活道路
や災害時の迂回路として
の機能も期待されるため、
継続して事業を実施する
必要がある。

　本林道は、森林資源が豊富な会津美里町と柳津
町をつなぎ、地域の森林整備の基幹となる重要な路
線である。
　本事業は、利用区域内の森林4,148haにおいて、
林道を新たに開設するものである。
　これにより、森林整備や木材輸送の効率化、持続
可能な林業経営に寄与することが期待される。
　したがって、現計画のとおり事業を進めることが妥
当と判断した。

〔対応方針〕
　事業継続

〔付帯意見〕
　なし

203
農林
水産

林道
整備

山のみち地域
づくり交付金
事業

田島・舘岩Ⅰ
線（南会津町）

林道開設
L=4,232.5
m

計画変更
事業費
30％以上
増

1,230 1,658 +428
（+34.8%）

950 H9
(1997)

R11
(2029)

1.21 A A A A A A 見直し継
続

　工事発生土について、
土質の変更により盛土材
への使用ができないことが
判明し、残土処理や盛土
材に購入土を計上したこ
とよる計画変更に伴い全
体事業費が増加するもの
の、全体延長の約74%が
完成しており、森林整備や
木材輸送の効率化に加
え、集落間の生活道路や
災害時の迂回路としての
機能も期待されるため、
継続して事業を実施する
必要がある。

　本林道は、地域の幹線道路である国道289号を起
点に森林資源が豊富な南会津町内の旧・田島町と
旧・伊南村をつなぎ、地域の森林整備の基幹となる
重要な路線である。
　本事業は、利用区域内の森林500haにおいて、林
道を新たに開設するものである。
　今回の見直しでは、当初計画の想定とは異なる土
質が発生したことにより、現場での残土処理や盛土
材を購入するため事業費が増加するものの、新たな
林道開設により森林整備や木材輸送の効率化のほ
か、災害発生時の迂回路としての機能発現が期待さ
れる。
　したがって、計画の変更を認め、事業を推進するこ
とが妥当と判断した。

〔対応方針〕
　見直し継続

〔付帯意見〕
　事業推進にあたっては、更なる計画変更による工
事費の増加が生じないよう十分に留意するとともに、
コスト縮減のため不断の努力を重ね、早期完了に努
められたい。
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